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11
月
20
～
27
日
に
わ
た
り
、
二
中
地
区

文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
準

備
か
ら
当
日
ま
で
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
市

民
委
員
会
や
同
好
会
、
そ
し
て
農
産
物
を

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
農
家
組
合
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
文
化
祭
当
日
ま
で
の
準

備
の
一
端
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

９
月
13
日
常
任
委
員
会
を
開
く
。
文
化

祭
の
概
要
及
び
開
催
日
を
決
定
。

９
月
25
日
同
好
会
代
表
者
会
議
を
開

く
。
文
化
芸
術
展
に
つ
い
て
同
好
会
の
協

力
を
お
願
い
す
る
。

10
月
16
日
実
行
委
員
会
を
開
く
。
各
係

員
の
役
割
分
担
の
確
認
。
例
年
ど
お
り
文

化
芸
術
展
や
農
産
物
展
示
即
売
会
を
行
う

事
を
決
定
。

11
月
９
日
農
産
物
展
示
即
売
会
の
打
ち

合
わ
せ
を
開
く
。
当
日
の
役
割
分
担
等
を

確
認
。
今
年
は
、
農
産
物
の
試
食
を
提
供

す
る
事
を
決
定
。

11
月
18
日
新
治
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
展

示
用
パ
ネ
ル
を
借
用
し
、公
民
館
へ
搬
入
。

11
月
19
日
文
化
芸
術
展
（
20
～
27
日
）

の
準
備
を
行
う
。

11
月
25
日
前
日
に
雪
が
降
る
も
快
晴
。

 
二
中
地
区
文
化
祭
を
終
え
て　

館
長 

　
浜
田
　
　
衛
　

 

土
浦
睦
友
会
（
太
極
拳
）　

海
野
　
　
孝
　

午
前
中
は
、
真
鍋
小
の
楽
器
搬
入
。
午
後

は
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
テ
ン
ト
13
張
搬
入
。

そ
の
後
、都
和
公
民
館
よ
り
机
32
台
搬
入
。

11
月
26
日
会
場
の
飾
り
付
け
を
行
う
。

館
外
で
は
テ
ン
ト
張
り
や
机
の
設
置
な
ど

の
模
擬
店
の
会
場
設
営
を
行
う
。

そ
れ
以
外
に
も
、
模
擬
店
の
材
料
の
仕

入
れ
、
農
産
物
の
受
け
入
れ
な
ど
沢
山
の

準
備
作
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う

ち
に
無
事
終
了
で
き
た
事
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
睦
友
会
は
、
当
公
民
館
の
講
座

よ
り
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、
30
年
間
活

動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
22
名
（
男

５
名
）
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、
公

民
館
集
会
室
で
、
高
橋
福
美
子
先
生
の
ご

指
導
の
下
、「
会
員
相
互
の
和
を
何
よ
り

も
大
事
に
し
、太
極
拳
の
稽
古
を
通
し
て
、

心
と
身
体
の
健
康
を
増
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
を
基
本
理
念
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

会
員
の
経
験
は
様
々
で
す
が
、
初
心
者

も
ベ
テ
ラ
ン
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
量
に
応

じ
て
、
高
橋
先
生
の
丁
寧
な
指
導
と
会
員

相
互
の
教
え
合
い
に
よ
り
、
楽
し
く
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

太
極
拳
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
見
学

そ
し
て
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
木
田
余
東

　

吉
田　

信
茂　
　

殿
岡　

一
男

　

鳥
羽　

久
良　
　

鳥
羽　

博
司

　

鈴
木　

正
男　
　

羽
成　
　

勇

　

松
浦　

裕
之　
　

酒
井　

義
雄

　

渡
部　

芳
浩　
　

岩
瀬
あ
さ
子

　

羽
成　

照
昭　
　

今
泉　

重
憲

　

松
浦　

将
夫　
　

坂
井　
　

昇

　

松
浦　

春
夫

◆
木
田
余
沖

　

黒
田　

茂
夫　
　

小
野　

一
男

　

藤
崎　

孝
一　
　

小
野　

和
子

農
産
物
提
供
者
御
芳
名

※
順
不
同　
敬
称
略 農産物展示即売会
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ス
イ
ン
グ
同
好
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

池
田
　
友
子
　

庭
に
咲
い
て
い
る
花
や
野
菜
、
果
物
な

ど
身
近
な
画
材
を
は
が
き
に
描
い
て
短
い

言
葉
を
添
え
る
絵
手
紙
は
、
描
い
て
も
、

も
ら
っ
て
も
心
弾
ま
せ
て
く
れ
る
楽
し
い

便
り
で
す
。

初
め
て
絵
筆
を
持
つ
方
に
も
楽
し
く
取

り
組
め
る
よ
う
、
講
師
の
北
岡
先
生
が
細

や
か
に
指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
。

「
へ
た
で
い
い
、
へ
た
が
い
い
」
と
い

う
言
葉
の
も
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
賀
状
、
暑
中

見
舞
い
は
勿
論
、
各
月
の
行
事
に
も
ア
イ

デ
ィ
ア
に
満
ち
た
作
品
が
出
来
上
り
ま
す
。

年
１
回
の
文
化
祭
に
は
、
毎
月
の
講
座

で
の
力
作

を
額
に
入

れ
発
表
し

ま
し
た
。

同
好
会
は

月
１
回
第

２
水
曜
10

時
～
12
時

で
す
。
入

会
を
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。

こ
の
運
動
は
「
セ
ラ
バ
ン
ド
」
と
い
う

強
度
別
に
色
分
け
さ
れ
た
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ

を
使
っ
て
行
う
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な
く
運
動
が

出
来
る
の
で
、
日
常
あ
ま
り
使
わ
な
い
筋

肉
を
ゆ
る
や
か
に
ほ
ぐ
し
な
が
ら
運
動
不

足
を
解
消
し
、
い
つ
の
ま
に
か
腰
痛
や
肩

こ
り
な
ど
が
楽
に
な
っ
た
り
と
、
う
れ
し

い
効
果
が
表
わ
れ
て
き
ま
す
。

時
々
、
今

高
先
生
の

ユ
ー
モ
ア
に

あ
ふ
れ
た
話

術
で
皆
ん
な

を
笑
わ
せ
、

和
や
か
な
雰

囲
気
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

で
時
間
が
過

ぎ
て
い
き
ま

す
。セ

ラ
バ
ン
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
医
療
現

場
で
機
能
回
復
訓
練
に
先
生
が
実
践
し
て

お
ら
れ
、
い
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
年
を
重
ね
て
も
続
け
ら
れ
る

ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沢
山
あ
る
サ
ー
ク
ル
の
中
、
私
達
は
、

月
４
回
、
毎
週
火
曜
日
、
カ
ラ
オ
ケ
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
年
令
は
さ
ま
ざ
ま
、
お

会
い
す
れ
ば
「
元
気
？
寒
い
ね
、
毎
日
が

速
い
ね
、
年
は
と
り
た
く
な
い
ね
、
階
段

つ
ら
く
一
歩
一
歩
、
一
息
つ
か
な
い
と
登

れ
な
い
よ
」
な
ど
と
な
に
げ
な
い
会
話
を

し
な
が
ら
、
部
屋
に
入
る
皆
さ
ん
の
に
こ

に
こ
す
る
顔
を
見
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

講
師
は
禄
大
佳
世
先
生
で
す
。
や
さ
し

く
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
私
達
に
指
導
し

て
下
さ
い
ま
す
。
先
生
の
幅
広
い
活
動
の

中
、
昨
年
５
月
に
他
の
カ
ラ
オ
ケ
仲
間
達

と
、
市
役
所
の
ホ
ー
ル
に
て
発
表
会
を
し

ま
し
た
。
会
も
昭
和
か
ら
始
ま
り
、
長
い

方
は
40
数
年
籍
を
お
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
公
民
館
が
有

り
、
事
務
局
の

皆
さ
ん
方
の
優

し
い
気
持
の
お

か
げ
で
長
く
続

く
事
が
で
き
て

い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

 

の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

南
川
　
哲
子
　

　

小
野　

俊
之　
　

小
野　

昭
夫

　

小
野　

丹
生　
　

天
谷　

了
子

　

遠
藤　
　

繁　
　

高
原　

芳
夫

◆
木
田
余
西

　

小
林　
　

徹　
　

藤
崎　

武
男

　

小
野　

忠
一　
　

岡
田　
　

明

　

川
島　

一
男　
　

小
野　

俊
雄

　

野
口　

憲
一　
　

久
松　

正
人

◆
木
田
余
中

　

松
浦　

和
義　
　

山
本　
　

衛

　

山
本　

悦
子　
　

久
松　

良
次

　

久
松　

武
治　
　

山
本　

徹
夫

◆
西
真
鍋

　

羽
方　

文
弥　
　

岩
浪　

英
一

　

塙　
　

一
男　
　

松
岡　
　

勇

　

塚
本　
　

進　
　

岩
浪　

信
一

　

栁
澤　

朝
子　
　

須
藤　

恵
一

　

軽
部　

信
二

◆
東
真
鍋

　

海
老
原
一
郎　
　

間
中　
　

浄

◆
殿
里
東

　

菊
田　
　

明　
　

菊
田　

泰
弘

　

菊
田　

保
男　
　

菊
田　

忠
良

　

吉
田　
　

進

◆
殿
里
西

　

岡
田　

寿
夫　
　

岡
田　

孝
雄

　

小
沼　

一
雄　
　

岡
田　

文
男

　

岡
田　
　

清

◆
木
田
余
東
台

　

南
川
幸
之
進

 
一
葉
会
（
絵
手
紙
）

　
井
坂
　
静
子
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平成28年度市民委員会専門部事業報告
主な担当事項 実施月日 事業内容

福祉部
地域福祉への参加協力
ふれあいネットワークへの参加協力

7 月３日 福祉映画鑑賞会　「東京家族」
8 月 30 日 窓愛園の夏祭りへの参加協力　（バーベキュー）
２月予定 福祉に関する講座　

　今年度も、地域の人が喜んで集いコミュニティづくりを重ねていくことが地
域づくりの基盤であると話し合い、スタートしました。最初に映画鑑賞です。
家族関係のあり方も人それぞれ…最後にたどりつくのは、やはり我が家と実感
しました。続いて窓愛園の園庭で園児たちとバーベキューを楽しみました。2
月には福祉講演会を予定しています。皆様どうぞお出かけください。

安全部
交通安全思想の啓発
防災防犯活動の推進

毎月第２火曜日 防犯パトロール（真鍋地区）
４ 月 ２ 日 「真鍋の桜を楽しむ集い」　参加協力

12 月 13 日 新消防庁舎、新土浦協同病院　視察研修
３月中旬予定 AED 講習会（一般市民向け）

　安全部では、毎月第２火曜日に市民会館付近を２班に分けてパトロールを行っ
ていますが、事故に遭遇したことはありません。行き会う人からの「ご苦労様」
という挨拶で報われています。「真鍋の桜を楽しむ集い」では、遠方よりみえた
方に自慢の桜を案内出来る事で寒さも和らぎました。
　新消防庁舎視察研修においても、安全部員として見識を広めました。

スポーツ健康部
各種スポーツレクリエーション活動
健康づくり 健康教室

6 月 29 日 バスハイキング　（日光霧降高原　60 名参加）
8 月 7 日 ラジオ体操　（なでしこ）　参加協力
10 月 9 日 二中地区市民体育祭　( 雨天の為前年に続き２年連続中止）
11 月 4 日 バスハイキング　（群馬県藤岡桜山公園　66 名参加）
２月予定 歩く会　参加協力

　日光霧降高原は、一面霧で５ｍ先が見えず、初めての経験で皆ビックリして
いました。ニッコウキスゲも咲いていましたが近くしか見ることができず残念。
藤岡桜山公園は晴天に恵まれ、7000 本の冬桜の小さい花が一面に咲き、その中
を皆楽しく歩きました。厳冬を越して春を迎えると、改めて花びらの大きい花
が咲くそうです。

環境部
ゴミの減量化資源化運動
環境美化　水質浄化運動
花いっぱい運動

5 月 28 日 花いっぱい運動、グリーンカーテン運動
11 月 5 日 土浦市環境展　協力（環境マップの作成、出展）

12 月 ポイ捨て防止看板作成、設置
　環境部は、部員と公民館職員皆様の活動により、第 45 回「花いっぱい運動」
に最優秀賞を、県の「花と緑の環境美化コンクール」では、茨城新聞社長賞受
賞という成果をあげました。また、土浦市主催環境展への参加協力もしておりま
す。環境問題は身近で重大なことであり、地球温暖化対策等は世界的に取り組
まれています。環境を守っていきましょう。（P.8に花壇の写真を掲載しています）

青少年育成部
非行防止キャンペーン
地域と学校との連携強化
親子教室　講演会　など

年 10 回 チャレンジクラブ事業
8 月 28 日 地域パトロール（鹿島神社例大祭時）

　チャレンジクラブは、挨拶から始まり筑波山登山やサイクリング、うどん打ち、
絵手紙、スカイツリー見学など楽しく充実した活動をしています。私たち青少年
育成部は、子どもたちを温かく見守り、その成長する姿に喜びを味わっています。
　今年度は、新しく出来た土浦市消防庁舎の見学も行いました（9 月 23 日）。

文化広報部
広報紙発行
文化講演会の開催
公民館講座への参加推進

９月１日 広報紙「やすらぎ 43 号」発行
２月１日 広報紙「やすらぎ 44 号」発行

　１号発行に付き、編集会議などで約 20 時間を費やします。皆様からの寄稿に
より今年度も無事に発行することができました。ありがとうございました。

　※上記以外に下記の事業に参加協力しました。
　　☆二中地区文化祭（11/20 〜 27）　　☆合同視察研修　　☆「土浦市まちづくり市民会議」（土浦市）
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☆楽々クッキング☆

☆スポーツ自転車に乗る前に☆

☆ローカルヒストリー☆

☆使い勝手のよい「小座布団」をつくろう☆

☆不思議な多肉植物の世界☆

☆ソフトヨガで楽しく健康！☆

☆復活！山ガール☆

☆うさぎ先生と筋活！エクササイズ☆

後
期
公
民
館
講
座

（5）



木
田
余
東
台
子
ど
も
会
育
成
会
は
、

平
成
28
年
度
、
１
２
４
世
帯
・
児
童
数

１
５
９
名
で
、
子
ど
も
会
の
自
主
的
運
営

を
補
助
し
、
子
ど
も
会
活
動
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
、
歓
送
迎
会
、
年

５
回
の
廃
品
回
収
、
地
域
外
活
動
（
バ

ス
旅
行
）、
八
坂
神
社
祭
礼
、
市
民
体
育

子
ど
も
会
育
成
会
紹
介  

③

子
ど
も
会
育
成
会
紹
介  

③

前
々
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
で
終

了
と
な
り
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
28
・
11
月
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
）

前
々
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
で
終

了
と
な
り
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
28
・
11
月
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
）

二 中
地 区
二 中
地 区
二 中
地 区

木
田
余
東
台

会
長　
高
橋
　
弥
生
・
石
井
　
裕
美
　

祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
旅
行
は
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
に
行

き
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
楽
し
ん
で
職

業
体
験
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
祭
礼
は
、
地
域
の
皆
様
、
木
田
余
・

木
田
余
西
台
の
育
成
会
の
皆
様
と
一
丸
と

な
っ
て
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
出
来
、
良

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
も
、
半
分
を
切
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
協
力
し
て
く
れ
る
地
域

の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、
楽
し
く
活
動
に

参
加
出
来
る
よ
う
、
最
後
ま
で
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
田
余
西
台
子
ど
も
会
育
成
会
は
、
32

世
帯
40
名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者

で
地
域
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
ゴ
ミ
拾
い
を

し
た
り
、
バ
ス
遠
足
で
は
、
今
年
は
横
浜

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夏
に
は
木
田
余
、
木
田
余
東
台
子
ど
も

会
育
成
会
の
方
々
と
協
力
し
て
行
う
祭

礼
、
秋
に
は
市
民
体
育
祭
、
冬
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
会
と
お
別
れ
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
廃
品
回
収
が
年
に
４
回
あ

り
ま
す
。
一
年
間
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通

じ
て
団
体
行
動
の
中
で
の
ル
ー
ル
、
協
力

す
る
事
の
大
切
さ
、
歳
の
違
う
仲
間
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
松
町
子
ど
も
会
育
成
会
は
、80
世
帯
、

１
０
９
名
の
児
童
生
徒
で
構
成
さ
れ
、
年

間
20
以
上
の
行
事
を
企
画
・
活
動
し
て
い

ま
す
。
毎
回
多
く
の
子
ど
も
が
参
加
し
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

町
内
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
霞

園
が
あ
り
、
様
々
な
行
事
で
訪
れ
て
い
ま

す
。
６
月
の
訪
問
で
は
高
学
年
の
奏
で
る

リ
コ
ー
ダ
ー
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
一

緒
に
花
の
壁
飾
り
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
の
作
業
を
大
変
楽
し

ん
で
頂
き
、
作
品
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
ま
た
来
年
来
ま

す
」
の
約
束
の
言
葉
に
目
を
潤
ま
せ
る
方

も
い
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
は
お
神
輿
を
か

つ
い
で
見
せ
た
り
、
も
ち
つ
き
で
は
目
の

前
で
お
も
ち
を
つ
い
た
り
し
ま
す
。

６
月
の
バ
ス
旅
行
で
は
羽
田
空
港
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。
８
月
は
二
日
間
の
夏

祭
り
、ラ
ジ
オ
体
操
で
絆
を
深
め
ま
し
た
。

12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
も
ち
つ
き
を

予
定
し
て
お
り
、
心
待
ち
に
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
も
多
い
よ
う
で
す
。

年
間
を
通
し
て
楽
し
い
行
事
を
企
画

し
、
地
域
の
方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
育
成
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

八坂神社祭礼（二中地区公民館にて）

木
田
余
西
台

会
長　
佐
藤
　
愛
・
佐
々
木
　
好
美
　

若
松
町

会
長　
柳
沢
　
優
子
　 チキンラーメンファクトリー

静霞園訪問
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創
立
70
周
年

記
念
式
典

土
浦
市
立
土
浦
第
二
中
学
校

現校舎全景 （建物の写真は「70周年記念誌」より）

旧体育館 旧校舎玄関

合同演奏 式典会場

祝

落
陽�

朝
井
ま
か
て

陸
王�

池
井
戸
　
潤

海
と
山
の
ピ
ア
ノ�

い
し
い
し
ん
じ

蜜
蜂
と
遠
雷�

恩
田
　
　
陸

日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？

�

海
部
　
陽
介

漂
流�

角
幡
　
唯
介

東
京
會
舘
と
わ
た
し
（
上
・
下
）

�

辻
村
　
深
月

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
（
上
・
下
）	�

相
場
　
英
雄

コ
ン
ビ
ニ
人
間�

村
田
沙
耶
香

消
滅
世
界�

村
田
沙
耶
香

全
部
レ
ン
チ
ン
！
や
せ
る
お
か
ず
作
り
お
き

�

柳
澤
　
英
子

伯
爵
夫
人�

蓮
實
　
重
彦

海
の
見
え
る
理
髪
店�

荻
原
　
　
浩

夜
を
乗
り
越
え
る�

又
吉
　
直
樹

東
都
和

会
長　
酒
井
　
由
香
　

東
都
和
子
ど
も
会
育
成
会
は
、
現
在
小

学
生
11
名
、
中
学
生
８
名
で
小
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

行
事
と
し
て
は
、
年
に
４
回
の
廃
品
回

収
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
夏
・
冬

祭
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
市
民
体
育
祭
、
今

年
初
め
て
参
加
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

大
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

６
月
の
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

年
々
子
ど
も
の
人
数
が
減
っ
て
お
り
、

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
ご

協
力
も
あ
り
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
あ
と
少
し
と
な
り
、
行
事
も

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
怪
我
の
な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
よ

い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
な
れ
る
よ
う
に

育
成
会
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
19
日
、
体
育
館
に
て
創

立
70
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
、
在
校
生
、

保
護
者
出
席
の
も
と
、※
栗
原
権
右
衛
門
氏

（
第
17
回
卒
業
）
に
よ
る
「
科
学
す
る
心

を
持
と
う
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
真
鍋
小
学
校
四
年
生
の
合
唱
と
、
小

中
一
貫
教
育
と
し
て
の
合
同
演
奏
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
竹
林
伐
採
に
よ
る
「
山

紫
水
明
の
地
に　

偉
人
現
る
」（
創
建
時

の
理
念
）
の
復
元
、
記
念
誌
の
発
行
等
が
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
実
現
で
き
ま

し
た
。（

※
日
本
電
子（
株
）代
表
取
締
役
社
長
）

東京ディズニーリゾート
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第
45
回「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」……

…
…

…
…

…
…

…
…

最
優
秀
賞 

受
賞

第
44
回「
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」…

茨
城
新
聞
社
長
賞 

受
賞

第
45
回「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」……

…
…

…
…

…
…

…
…

最
優
秀
賞 

受
賞

第
44
回「
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」…

茨
城
新
聞
社
長
賞 

受
賞

第
45
回「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」……

…
…

…
…

…
…

…
…

最
優
秀
賞 

受
賞

第
44
回「
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」…

茨
城
新
聞
社
長
賞 

受
賞

　

猛
暑
に
も
め
げ
ず
華
や
か
に
咲
い
て

い
た
玄
関
前
の
花
に
た
く
さ
ん
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
各
賞
受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
春
の
花
が
楽
し

み
で
す
。

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

節
分
に
は
、
豆
ま
き
を
し
ま
す
。「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
と
言
い
な
が
ら
、
そ
し

て
年
の
数（
数
え
年
）だ
け
豆
を
食
べ
ま
す
。

節
分
は
、
季
節
を
分
け
る
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
と
い
う
こ
と

で
す
。
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
季
節
の

変
わ
り
目
は
年
に
４
回
（
立
春
、
立
夏
、

立
秋
、
立
冬
）
で
す
。
季
節
の
始
ま
り
の

節
分
は
年
に
４
回
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の

節
分
は
２
月
３
日
の
１
回
で
す
。
そ
の
理

由
は
、
旧
暦
で
は
立
春
が
一
年
の
始
ま
り

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
日
が
大
晦
日
節

分
と
な
る
か
ら
で
す
。

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
に
よ
り
豆

ま
き
を
す
る
家
庭
が
減
少
し
て
お
り
、
豆

ま
き
を
知
ら
な
い
子
ど
も
達
が
増
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
寳
積
寺
で
は

檀
信
徒
の
方
々
や
子
ど
も
会
育
成
会
、
木

田
余
地
区
町
内
会
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

合
っ
て
、
平
成
25
年
か
ら
子
ど
も
達
を
対

象
に
境
内
で
大
相
撲
の
関
取
に
も
参
加
い

た
だ
き
豆
ま
き
を
し
て
、
子
ど
も
達
と
力

士
と
の
交
流
の
場
に
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
に
は
、
幕
内
力
士
の
荒あ

ら

鷲わ
し

関
に
来
て
い
た
だ
き
、平
成
29
年
に
は
、

荒
鷲
関
と
地
元
土
浦
市
出
身
の
関
脇
高
安

関
が
豆
ま
き
に
来
て
く
だ
さ
る
予
定
（
1

月
29
日
）
で
す
。

二
中
地
区
の
皆
さ
ん
も「
熱
い
木
田
余
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
寳ほ

う

積し
ゃ
く

寺じ

住
職　

飯
山　

孝
之
・
記
）

木
田
余
地
区
資
源
保
全
会

「
今
、
木
田
余
が
熱
い
!!
」

「
節
分
豆
ま
き
」　
　
　
　

関取が子ども達に豆まき

荒鷲関が地元の人と記念写真

住職のお話（開会行事）

第
二
弾
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